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5　発症後 1 7年目に抗胸腺リンパ球グロブリン

療法が奏効した重症再生不良性貧血の免疫学

的特徴と問題点
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新潟県立新発田病院内科
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新潟大学大学院医歯学総合研究科
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【緒言】 発症後 1 7 年目に A T G 療法を行 い G -

C S F と輸血 が不要と な っ た な ど良好な経過をと

っ て い る症例 の 免疫学的特徴と 問題点を検 討 し

た .

【症例】 症例 は 23 歳女性 . 7 歳時より重症 A A

と診断され
, 骨髄移植を念頭に置か れ治療されて

い た . サイ ク ロ ス ボリ ン A (C s A) 注射の 副作用

と ドナ ー 不在 で, 最近で は G - C S F , C s A 内服観

月 2 -

4 単位の 赤 血球輸血 で 治療 さ れて い た .

A T G 投与直前の 血液学的所見は
,
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,
Plt l . 4 と汎血球減少, B M :

N C C 1 3
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4
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1 6 % で 造 血細 胞 は 比 較的よ く保 た れ て い た .

A T G ( 9 0 0 m g X 5 日) 療法終 了時か ら約 1 年 3

月後ま で
,
C s A 内服の み で G -

C S F
,
赤血球およ

び血小板輸血は不要と な っ て い る . 患者末梢血で

は 0 .0 7 % の P N H 赤血球と 0 .0 9 % の P N H 腰粒球

を認 めた . H I A - D R B l 検索で は H I . A
-

D R B l
*

1 5 0 1 を有 して い た .

【考察
,
結論】 発症後長期間を経過 して い ながら

A T G が奏効 した要因と して H I A - D R B l * 1 5 0 1

ア レ ル を有して い た こと と多ク ロ ー ン性造血であ

っ た こと が考 えられた . し か し A T G 後の C s A 内

服 は中止出来 て お らず,
A T G の 長期効果 なの か

C s A 依存性症例 な の か さ らな る長期的 な観察 が

必要と思われた.

6　新潟県立がんセンター小児科における同種造

血幹細胞移植成績
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【背景】 近年
,
小児悪性腫癌の 治療は骨髄移植な

どにより約 60 % は治癒するよう にな っ た .
これ

により長期生存患者数が増加 し
,
それに伴 い晩期

障害が明らか と なり つ つ ある. 小児領域で は, 化

学療法にお ける晩期障害 は約 1 9 % と の 報告は あ

るが
,
造血幹細胞移植における晩期障害につ い て

はまとま っ た報告は少な い .

【対象】 19 8 9 年 1 1 月 か ら 2 0 0 0 年 1 2 月 まで の

1 1 年間に当科 で同種造血幹細胞移植を行 っ た 51

症例の うち
, 移植後 2 年以上生存 して い る 2 3 例

を対象に, 晩期障害につ い て検討 した.

【結果】 晩期障害は 2 3 例中 2 2 例 (9 5 . 6 % ) と

高率に認め られた . その 内訳は脱毛
,
低身長

,
二

次性徴遅延, 皮膚障害, 筋拘縮 , 2 次 がん などで あ

る . これら の うち脱毛 は全体 の 6 0 % にみ られた

が
,
ブ ス ル フ ァ ン使用例 で は 10 0 % に認められた .

二次性徴遅延は早期の ホ ル モ ン検索などによる補

充療法 に必要性が示唆され
,
ま た男児例 で無精子

症 の 検 索 が 今後 の 課題 と 示 唆 さ れ た . 身長 は

3 0 % の 症例で -

2 S D に 達せ ず
,
前処置 は全例

T B I で あ っ た . また 1 例 に移植後 3 年と い う早期

に 二次 が ん と して の 舌癌が 発症 し, 慢性 G V H D

に対する長期免疫抑制剤投与 もその
一

因と考 えら

れた .

【考察】 晩期障害 は今後増加する と予測さ れる

長期生存例 にお い て 解決 しな ければなら な い 問題

であり,
そ の予防措置を早期に行う必要 がある.
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